
定 例 記 者 懇 談 会 次 第 

令和４年４月６日(水) 午後１時30分 

牧之原市役所榛原庁舎５階庁議室 

 

１ 開  会 

 

２ 幹部職員紹介 

 

３ 市長説明 

最近の市政運営について（別紙あり） 

 

 

４ 質疑応答 

 

 

５ 報道提供資料 

 ◇ 相良原子力防災センター「サーボ」完成式典     ……………………資料１ 

 ◇ ３年ぶりに「さがら草競馬大会」を開催        ……………………資料２ 

 ◇ 図書交流館「いこっと」１周年感謝イベントについて  ………………資料３ 

 ◇ 協働による妊産婦健康診査受診票の作成について  ……………………資料４ 

 ◇ 文芸まきのはら 第 16号を発刊          ……………………資料５ 

 ◇ 牧之原市内の春季イベント（４月・５月）について   ………………資料６ 

 ◇ ホストタウン事業や SSJを核とした観光交流の取り組みについて ……資料７ 

 ◇ 偉人マンガ「田沼意次物語～新時代への一手～」の完成について ……資料８ 

 

 

６ 懇  談 

 

 

７ 閉  会  

 

 

 

次回記者懇談会 令和４年４月 22日（金）午後１時 15分～ 



職名 氏名

市　　長 杉本　基久雄

副市長 大石　勝彦

教育長 橋本　勝

総務部長 大石　光良

危機管理監 福原　弘教

政策監 大石　隆

企画政策部長 辻村　浩之

市民生活部長 山本　喜宣

福祉こども部長 河原﨑　貞行

健康推進部長 鈴木　郁美

産業経済部長 田形　正典

建設部長 粂田　浩之

教育文化部長 内山　卓也

議会事務局長 原口　亨

建設課　技監 清水　秀哲

情報交流課

課　　長 大石　佳伸

　〃　     主任 鈴木　宏洋

　〃　     主任 粂田　優

　〃　     主事 道野　優花

会計年度任用職員 坪庭　由佳子

令和４年度　牧之原市　幹部職員名簿



 牧之原市定例記者懇談会資料 資料１ 

（施策、イベント、行事等の名称） 

相良原子力防災センター「サーボ」 

完成式典について 

問い合わせ先 

 牧之原市総務部 

危機管理課  

担当：羽田・大石 

 電話：0548-23-0058 

日 時 

令和４年４月９日（土）【式 典】午前 10時～午前 11時半 

【内覧会】式典終了後～午後３時  

場 所 
牧之原市須々木 150番地（相良総合センター「い～ら」南側）  

※駐車場は相良総合センター「い～ら」 

担 当 課 牧之原市総務部危機管理課 

県内２番目の新設の要配慮者用放射線防護施設となる相良原子力防災センターが完

成したので、式典・内覧会を執り行う。 

（原子力災害時に相良地区の要配慮者が一時的に避難できる施設） 

 

１施設概要 

 (1) 構造・規模 

鉄筋コンクリート造２階建 建築面積 737㎡（延床面積 1434.25㎡） 

     避難室８部屋（内和室２部屋）、管理室、備蓄倉庫（資機材、物資） 

機械室（陽圧化「空気清浄」装置）、非常用発電設備（軽油） 

鉛入りカーテン、給湯室、トイレ 

（2）工期 

     令和３年６月 10日 ～ 令和４年３月 18日 

 (3) 事業費 

   建築一式工事   574,750,000円  

   設計業務     16,500,000円 

   施工監理     10,442,500円        

計 601,692,500円 

２出席者 

（1）来賓：国会議員、県議会議員、市議会議員、相良地区区長、建設業者ほか（予定） 

(2)  市 ：市長、教育長 

３内容 

 (1) 開式 

  (2) 式典：挨拶、施設概要説明、感謝状、記念品贈呈 ほか 

 (3) 施設見学  

 

※雨天決行（大雨注意報等が発令されている場合は中止） 

 新型コロナウイルスの感染拡大状況により中止する場合があります 

 

※愛称「サーボ」は 

公募により決定しました 



資料２ 

令和４年 第 44回 さがら草競馬大会の開催について 
 

 

 新型コロナの感染拡大により２年連続で中止となっていた「さがら草競馬大

会」を、３年ぶりに開催いたします。 

日本で唯一砂浜周回コースでの競馬大会であり、牧之原市を代表するイベン

トとなっています。 

例年、多くの方々にお越しいただいていることからも、新型コロナウィルス感

染症対策を行い、実施いたします。 

 

記 

 

１ 開催日時 令和４年４月 24日（日）小雨決行 予備日４月 29日（金・祝） 

           一般入場    午前９時から 

           開会式     午前９時 30分から 

競技  

予選レース  午前 10時から 11時 30分まで 

決勝レース  午後１時 30分から４時まで 

 

２ 会場   さがらサンビーチ 

 

３ 入場・観覧  無料（仮装・コスプレを楽しみながらの観覧大歓迎） 

 

４ 関連するイベント 

（１）競馬大会写真コンテスト 

（２）人間草競馬（小学生以下参加可能） 

（３）抽選会 

（４）記念撮影（ポニー等） 

（５）出店（46店舗予定） 

 

 

 

事務局 一社）まきのはら活性化センター 

 事務局長  中山  史一 

観光担当  久保田 斎 

℡：0548-22-5600 

Mail：kankou@msckc.jp 





 牧之原市定例記者懇談会 資料３ 

（施策、イベント、行事等の名称） 

図書交流館いこっと  

開館１周年感謝イベント   

問い合わせ先 

 牧之原市教育文化部社会教育課 

図書係 

 担当：鈴木桃子、元木香代 

 電話：0548-23-7007（直通） 

日 時 令和４年４月 17日（日） 

場 所 牧之原市立図書交流館いこっと （牧之原市波津３-11） 

主 催 者 

又は担当課 
主催：牧之原市（社会教育課図書係）  

（内容） 

図書交流館いこっとは、４月 17日に開館１周年を迎えます。ご来館いただく皆様へ

の感謝を込めて、市立図書館各館で感謝イベントを開催します。 

 

１ 図書交流館いこっと 

「本を借りてお楽しみ抽選会に参加しよう！」 

⑴  開催日時：４月 17日（日）午前 10時～午後５時（なくなり次第終了） 

⑵ 場所：図書交流館いこっと 受付カウンター前 

⑶ 内容：本を借りて貸出レシートを見せていただくと、くじを引くことができま 

す。景品は雑誌の付録等で、大人向けと子供向けがあります。 

 

２ 移動図書館ひまわり号 

「ミルキーウェイスクエアにひまわり号がやってくるよ！」 

⑴  開催日時：４月 17日（日） 午前 10時～午後２時 30分 

⑵  場所：ミルキーウェイスクエア 温室前 

 内容：ひまわり号の見学や乗車体験（随時）、ぬりえの配布 

「おはなし会」（午前 11時～午前 11時 20分に開催します） 

 

３ 榛原図書館 

「図書交流館いこっと 一周年ありがとう 榛原図書館 雑誌リサイクル」 

⑴  開催期間：４月 17日（日）～５月１日（日）（なくなり次第終了） 

⑵ 内容：除籍した雑誌を配布します。先着順で一人５冊まで持ち帰ることができま 

す。 

 

 

 

 



 

いつもご来館
ら い か ん

ありがとうございます！ 

図書
と し ょ

交流館
こ う り ゅ う か ん

 いこっと 一周年
い っ し ゅ う ね ん

感謝
か ん し ゃ

イベント
い べ ん と

 

 

おかげさまで図書交流館いこっと は、一周年を迎えます。 

みなさまへの感謝の気持ちを込めて、４月１７日の一周年記念日に 

お楽しみ抽選会を開催します。 

たくさんのみなさまのご来館をお待ちしております！ 

ぜひご来館ください！ 

開催日時：令和4年4月１７日（日） 午前10時～午後5時 

（なくなり次第終了）  

場  所：牧之原市立図書交流館 受付カウンター前 
 

・当日の貸出レシートがくじ引きの券になります。 

貸出レシート1枚でくじが1回引けます。 

・くじは、大人向けと子ども向けがあります。 

・賞品にはいこっとの雑誌の付録などをご用意しています。 

お問い合わせ：図書交流館 いこっと 電話：0548-23-7007       

お楽
た の

しみ抽選会
ち ゅ う せ ん か い

を開
か い

催
さ い

します！ 

 

はは 

榛原図書館では5/1 まで、 

リサイクル雑誌を配布します！ 

※先着順、お一人５冊まで 

なくなり次第終了します 



（令和４年４月６日 記者懇談会資料４） 

 

件名   協働による妊産婦健康診査受診票の作成について   

～掲載広告を募り、市・事業所・妊産婦、三方良しのゼロ円事業！～ 

健 康 推 進 課 

１ 作成の経緯 

市では、毎年度、母子健康手帳交付の際に発行している妊産婦健康診査票を、

印刷業者に発注し、市の予算で作成している。 

今回、本受診票作成にあたり「まきのはら活性化センター」の協力を得て、

広告事業主を募り、広告収入だけで作成することができた。 

 

２ 協力事業所 

まきのはら活性化センター職員の呼びかけに、市内２つの医療機関と 14 の

事業者などが応じ、7 ページに渡り妊産婦を応援する広告を掲載した。 

それぞれの事業者の思いのこもった広告記事を掲載することができた。 

 

３ 三方良しのゼロ円事業 

① 通常、市は毎年予算を確保し、妊産婦健康診査受診票を作成しているが、

今回は、広告を募ることで、予算軽減により作成することができた。 

② 広告主となった事業者は、ターゲット層である妊産婦に向けて、情報発信

することができる。 

③ 市内の妊産婦は、受診できる産婦人科やこどもの健診・予防接種が受けら

れるクリニック、子育てママの心と身体を癒してくれるエステサロンなど、

知りたい情報を広告により得ることができる。 

 

４ 妊産婦健康診査受診票の配布 

令和 4 年４月１日から妊娠届を提出した妊婦に発行 

 

【担当】 

健康推進課母子健康係 古川・池田 

電話 0548-23-0027 



定例記者懇談会 資料№５  

令和４年４月６日 

教育文化部社会教育課 

0548-53-2625 

 

文芸まきのはら第 16号の発刊 
 

 

１ 趣旨 

  牧之原市教育委員会では、市民文芸誌「文芸まきのはら第 16号」（令和 3年度

版）が投稿者や編集委員をはじめ、多くの方々のご協力により発刊の運びとなり

ました。                                

市民の皆さんから寄せられた小説、手記、随筆、紀行文、郷土研究、童話・民

話、評論、読書感想文、詩、短歌、俳句、川柳の力作が掲載されています。 

  今号では、若年層にも文芸誌を身近に感じてもらうため、市内小中学生や高校

生の読書感想文、随筆、絵本などの優秀作品を掲載しました。 

  投稿者 155名のボリュームある本誌は、市内の書店等で販売しております。 

 

 

 

２ 概要 

価  格：500円 

販売場所：布施書店、TUTAYA相良店、ファミリーマート相良海岸店 

市史料館、榛原文化センター、相良庁舎社会教育課 

 

         

                             

 

 

 

 

 

 



定例記者懇談会 資料№６  

令和４年４月６日 

産業経済部商工観光課 

0548-53-2623 

 
牧之原市内の春季イベント（４月・５月）について 

 
 

１ シーサイド・マルシェ・サガラ 

 地元の商店や生産者が集まり、お弁当や農産物、海産物、お菓子、地ビールなどを

販売します。採れたての生シラスも販売予定です。 

  日時：４月９日（土）・５月８日（日） 午前９時～正午 

  場所：相良漁港（牧之原市相良 264-23地先） 

  連絡先：西谷俊彦（電話：090-7682-2326） 

 

２ 勝間田公園つつじまつり   つつじ見頃４月上旬 

 勝間田山の頂上付近には、県の天然記念物に指定されている「ミヤマツツジ（学名： 

コバノミツバツツジ」が約１万本群生しています。 

日時：４月１0日（日） 神事：10時 30分～ ※入場無料 

会場：勝間田公園山頂（牧之原市静谷 724） 

 内容：神事の後、つつじ鑑賞と演芸  

主催：勝間田区 (電話：0548-28-0201) 

※雨天の場合は中止。 

 

３ 東光寺長藤まつり  長藤見頃４月中旬～ 

磐田市「行興寺」の「熊野（ゆや）の長藤」の一枝を東光寺が譲り受け、育てられ

た長藤です。市の天然記念物に指定されている長藤は、20ｍ四方の藤棚から薄紫色の

花が１メートル以上も咲き誇ります。100 年以上かけ、今では根回りが４メートルあ

る立派な長藤となっています。 

  日時：４月 17日（日）～４月 30日(土) ※入場無料 

会場：東光寺敷地内（牧之原市静波 2589-1） 

内容：長藤まつり期間中は飲食物の販売が行われます。東光寺名物おでんのテイ

クアウトや長藤もちの販売もあります。（売店は、正午～午後６時） 

 主催：東光寺長藤保存会 （電話：0548-22-6580・期間中） 

 

４ Vitamin Marche 

 地頭方周辺のお店が出店し、お弁当やお菓子、小物の販売や体験イベントがありま

す。また、ステージではフラダンスやキッズダンス、バンド演奏が行われます。 

 日時：４月 17日（日） 午前 10時～午後３時（小雨決行） 

 場所：地頭方漁港漁協前広場（牧之原市新庄 1209-1） 

 主催：ビタミンマルシェ実行委員会 

 問合せ先：牧之原市地頭方地区支援拠点（電話：0548-23-3338） 







定例記者懇談会 資料№７  

令和４年４月６日 

企画政策部情報交流課 

0548-23-0040 

 

ホストタウン事業や SSJ を核とした観光交流の取り組みについて 
 

 
１ 概 要 
   2020東京五輪で培った「経験や縁」をレガシーとした沿岸部活性化に向けた取り組 

みが始まりました。なかでも「静波サーフスタジアム」を核とした観光交流促進に向 
け、先月 30日（水）には、ジャパンオープン オブ サーフィン」が開催されました。 
今後も全国、世界規模大会の開催が予定されるなど、レガシーを活かした施策の展開 
により、更なる交流人口の拡大が期待されています。 

 
２ 取 組 
（１）ジャパンオープン オブ サーフィンの開催について 

サーフィンの日本一を決める祭典「ジャパンオープン オブ サーフィン」が３月 30
日、静波サーフスタジアムで開催されました。競技用ウエーブプールで行われる競
技会では日本初の開催となり、男女ぞれぞれの優勝者は、今後、開催予定の国際大
会「ISAワールドサーフィンゲームス」への出場権を獲得しました。 

 
 （２）静波サーフスタジアムにおける今後の大会等について 

   ①パラサーフィン全日本選手権 
     開催日 令和４年７月 10日（日） 
   ②WSL(ワールドサーフリーグ) ジュニア コンテスト 
     開催日 令和４年秋頃 
 
（３）スポーツ庁におけるナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点施設の新規指 

定について 
令和４年４月 1日、スポーツ庁において、「静波サーフスタジアム」をサーフィン 
トレーニングの指定施設として選定しました。 
これは、ナショナルトレーニングセンター中核拠点では、競技トレーニングが困難 
な海洋・水辺系の競技等について、競技別強化拠点として指定し、スポーツ医・科 
学サポートを含めたトレーニング環境の支援をしていくものです。 

（スポーツ庁 HPより） 
 
 （４）USOPC（米国オリパラ委員会）前日本代表駐在員ジョン・オオモリ氏が牧之原市を 
     拠点に活動を始めました。 

当市におけるホストタウン事業に多大な貢献をしていただいたジョン・オオモリ氏 
が、この４月から牧之原市を拠点に活動を始めました。 
これは、「当市の環境や親切な市民の存在が２拠点生活の大きな決め手となった」 
と話されています。 
当面は、５月下旬に来訪を見込む「金メダリスト カリッサ・ムーア選手」の招聘 
に向けた調整を進めていただきます。 

  
（５）県立相良高校におけるサーフィン部及び国際交流クラブとの連携について 

    同校では、令和４年度から、特色ある学校づくりの目玉として位置付けたサーフィ 
ン部や英語でコミュニケーションができる人材育成を目指したグローバルチャレ 
ンジ部が創設されました。 
これらについても、ホストタウン事業で培った人脈を活用するなど市と緊密な連携 
を図りながら取り組んでいくこととなります。具体的には、ジョン・オオモリ氏を 
介し、サーフィン部とは、カリッサ・ムーア選手、グローバルチャレンジ部は、北 
海道インターナショナルスクールと交流を図る予定になっています。 

 



偉人マンガ「田沼意次物語」寄贈式の開催について 
 

 2019 年の田沼意次侯生誕 300 年を契機に、ゆかりの地である牧之原市を「田沼再

興」の象徴・聖地として全国に発信するとともに、市民の誇りの醸成や地域の活性化

につなげるため、実行委員会が主体となって様々な顕彰活動に取り組んできました。 

 令和３年度は、Ｂ＆Ｇ財団の助成金を活用し、意次侯の生涯や功績について、子ど

もたちの郷土学習はもとより、キャリア教育支援の一環として、学習教材に活用でき

るマンガを製作しました。 

 この偉人マンガの完成を記念して、市内の小学４年生から中学３年生に配布するに

あたり、小中学生代表への寄贈式を開催します。 

 

１ 偉人マンガ「田沼意次物語」寄贈式 

  日 時  令和４年４月 12日（火） 13:00～13:30 

  場 所  田沼意次侯銅像前（牧之原市史料館（牧之原市相良 275-2）） 

  参列者  ・牧之原市長 杉本基久雄 

       ・牧之原市教育長 橋本 勝 

       ・田沼意次侯生誕 300年記念事業実行委員会 河野研司委員長ほか数名 

       ・マンガ家 杏崎もりか先生 

       ・相良小学校６年 山北依和（やまきた いお）さん 

       ・相良中学校３年 木村優奈（きむら ゆな）さん 

  内 容  ・牧之原市長あいさつ 

       ・実行委員長あいさつ 

       ・小中学生代表へのマンガ寄贈 

       ・記念撮影 

 

２ マンガの構成等について 

（１） 執筆マンガ家 

杏崎もりか先生（牧之原市出身・在住） 

・高校２年生の時（1977 年）、「らぶしっくの季節」(「別冊マーガレッ

ト」)でデビュー。代表作は「星化粧」、「彼に願いを」など。 

・高校に入り友人からマンガの描き方を習ったのがきっかけとなる。 

（２） 将棋監修及びタイトル題字揮毫 

加藤桃子清麗 

・牧之原市細江出身の女流棋士で「静岡まきのはら大使」を務める。 

・タイトル戦に勝利し、令和３年 12月、清麗に就位 

・意次侯が将棋に強かったことから、将棋を指す場面の監修を依頼 

 

（３） マンガの構成 

・第１章「七曜紋」  父意行の教え（忠義、まごころ）を受け継ぎ元服 

・第２章「始動」   郡上一揆を経て、豊かな国づくりを目指す青年期 

・第３章「改革」   南鐐二朱銀の発行などの改革に着手、老中就任 

・第４章「御国入り」 相良藩視察を通して領地の発展を夢見るも失脚 

・第５章「遺志」   意次侯の挑戦・遺志は 230年後の現代で実現 

・市学芸員による解説ページ、市内の偉人たちの紹介 

 

３ 今後のマンガの活用について 

（１） 市内小学校において、総合学習の時間に４年生を対象に授業を実施 

（２） マンガの原稿を展示するなど、市史料館における企画展の開催 

定例記者懇談会 資料 No.８ 

令和４年４月６日 

教育文化部 社会教育課 0548-53-2646 
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田沼意次物語～新時代への一手～

「田沼意次物語」の主な登場人物
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